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この稲荷古墳群発掘調査は、本町の小学校教育の一大改革といえる小学校統合校舎の建設に伴

うもので、その予定地内にある埋蔵文化財（古墳）を記録保存のため、緊急に発掘調査をしたも

のです。

調査は、統合校舎の建築着工予定など、いろいろな制約のなかで精力的に行われ、遺構がかな

り失われていたものも含めて、大小15基の古墳が群集的に存在していたことが確認記録され、所

期の目的を達成することができました。

このたびの調査実施にあたり、御指導いただいた方々や、御協力くださいました関係各位に対

し、本調査報告書の紙上をもって深く感謝と敬意を表するとともに、心からお礼申し上げます。

昭和55年9月

郡家町教育委員会

教育長　石　　谷　　　　　収

例　　　言

1・本書は、郡家町統合小学校建設に伴う緊急調査を郡家町教育委員会が昭和54年7月2日から
●

昭和55年3月1日にわたって実施した郡家町大字稲荷地内の古墳群調査報告書である。

2・現地調査は、山形顕応が担当、県文化課森田純一、野田久男が指導、町教育委員会職員が補

佐した。

本書の作成は、山形顕応が担当し、町教育委員会が編集した。

3・現地での測量は、西日本建設コンサルタント（株）及び安藤博昭、遺構実測は山形顕応と安

藤博昭があたった。

4・航空写真の撮影は坂田亘、遺跡写真及び出土遺物写真は山形顕応があたった。

5・報告書中の土色及び土器類色調は農林水産技術会議事務局監修の標準土色帳による。
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第1章　発掘調査に至る経過

郡家町では、小学校教育100年の大計を考え、昭和49年小学校統合審議委員会を設置するなど

して、検討を重ねてきたが、いよいよ昭和56年4月に現在の6小学校を2校に統合し、新しい小

学校を発足させることになった。

この校地の決定に当っては、種々の資料をもとに検討が加えられたが、このうちの1校の校地

が、この郡家町大字稲荷地内に設定され、その用地取得が、昭和4年3月町企画開発課によって

行われた。

用地取得後この地内の山林の山頂付近の松林のなかに、いくつかの古墳が存在することが認め

られ、郡家町教育委員会では、関係諸機関と協議し、教育委員会が事業主体となり、事業費全額

を単独町費をもって、昭和55年2月末日を目途に、緊急に発掘調査を行い、その記録を保存する

ことになったものである。

ただし、この丘陵地一帯は、旧土地所有者の人が、全山を公園にする計画で開墾し、いろいろ

な花木を植えていた。このため、土地を町に売却すると同時に、その花木の移転のための搬出用

道路が稜線に沿ってつけられ、遺構が削平されていたものもあった。

写2．古墳群北西上空より望む
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第2章　位置と　環境

稲荷古墳群周辺の歴史的環境

稲荷古墳群は鳥取市南方約10kmの私都谷の入口に位置し、郡家町は因幡では鳥取市、気高町に

次ぎ遺跡が多い所である。先土器時代の遺物は未確認であるが、縄文時代になると帝塚山大学により

調査された西御門遺跡が知られており、後期の磨消縄文を施した土器や打製石斧等が出土している。し

かし、石器として一般的な石鉄や石錘などは八頭郡では発見例が少なく、町内でも報告されていない。

稲作の普及した弥生時代になると遺跡が増加し、土師百井や上峰寺、花原地内で大型蛤刃石斧

が、また上津黒では石庖丁が採集されている。稲荷に近い下坂字東梶平では、中期ないし後期前

半に比定される外縁付紐I式に属する袈裟裡文銅鐸1口が発見されている。これは総高44cm程の

大きさで、昭和9年に重要美術品に指定されている。

弥生の終末から古墳時代前期にかけて、山路・花原・山田あたりの微高地に人々が住みついた

と思われ多数の土器が出土したが、残念なことに調査がなされないまま樹園地造成が行われたの

で、竪穴住居跡などは検出されていない。町内には霊石山の南及び東斜面と私都谷の入口付近に

古墳の密集地帯があるが、両者の古墳群のあり方は若干様相を異にしている。すなわち、霊石山

山麓では前方後円墳を含まず横穴式石室境を主体とし、中に福本4号境など合計5基の線刻壁画

古墳が混っている。これに対して私郡谷では横穴式石室境の占める比率は低く、前方後円墳・横

穴が認められる。古墳時代の終りから私都谷で須恵器の生産が始まり、奈良時代末から平安時代

にかけてこの地域は県下最大の窯業地帯として栄えた。北へ山ひとつ越え．れば岡益の石堂や梶山

古墳・因幡国府のある法美平野が開けている。

中世の遺跡も山路の墳墓・下峰寺経塚群・市場城・大坪城跡などいくつか知られており、稲荷

古墳群周辺は狭いながら安定した平地をかかえた形勝の地であったといえよう。

写3．古墳群東北上空より望む
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第3章　調査の概要

1．古墳の立地とその構成

稲荷古墳のある丘陵の西方500mに国道29号線が走り、それを境に西から西南にかけては、西南

5kmにある霊石山を頂点にする丘陵や尾根が一個の独立した丘陵地帯を形成している。

眼下1．2kmの平野部を過ぎた南側は、南東の猫山（536．9m）を頂点に山並みを東南東に伸ばし

て氷ノ山に繋っている。北から東へかけての丘陵は、国府町、鳥取市、郡家町と三市町にまたが

っており、東北東3．5kmの宝山（294．6m）を頂点に丘陵や尾根が続いて扇ノ山へと繋っている。

その三市町に跨った丘陵の一隅に稲荷古墳群を乗せた丘陵があり、近隣の丘陵山裾に古墳をみる

ことができる。丘陵の向う側東北の山裾に、国府町岡益の石堂や梶山古墳が、北へ進むと笑道、

三代寺を過ぎて国分寺が、鳥取市側へまわると、杉崎、津ノ井、生山、桂木、海蔵寺に、大小の

古墳群が連なって、この丘陵一帯が先史時代遺跡の一大宝庫となっている。

古墳群と呼ぶよりは群集墳と呼ぶ方が適しているこの稲荷古墳群は、眼下に現代でも「土師の

郷」と呼ばれている稲荷穀倉地帯を見おろす丘陵尾根上に点在している。

河原町、船岡町、郡家町と続く広い平野が、鳥取市と接する堀越、稲荷で向きを東にとり、私

都谷へと伸びている。その曲り角に群集墳のあるこの丘陵が、平野の北へ伸びるのを阻止して奪

えているのである。それだけに丘陵からの眺望は郡家平野だけでなく船岡町、河原町までを垣間

みることができるのである。眼下の稲荷、下坂の中間を流れる私都川、古くは「土師川」と呼ば

れ源流は13km奥の姫路、明辺にみられ「氷ノ山後山都岐山国定公園」の扇ノ山に求められる。

この古くは「土師川」と呼ばれた私都川が稲荷の集落を離れて下坂に向かおうとする所に、小

さな洞があり、現在は賀茂神社に合伺された「土師神社」の跡だと土地の人から聞く。

「土師の郷」「土師川」「土師神社」それ等を眼下にする丘陵上の群集填、これら墳墓の主体者

を土師一族に関係ありと考えることは僻目であろうか。

小学校建設用地として切り崩し埋め立てられる事になったこの丘陵上標高88mから117mの間に

15基の円墳（墳丘径12mから4．6m）が6世紀初頭より百数10年に亘って営々と築造され、現在の

稲荷古墳群が形成されたと考えられる。これら古墳群の中位に位置する見晴しの良い墳丘からは

比較的古い土器片の出土がみられたが、墳丘の位置する高低関係からは時代の前後を決定するて

がかりを兄い出すことはできなかった。そこで調査順位により比較的低位にあるものより順次1

号填、2号墳とし15号填まで調査の対象となった。13号墳西側墳丘裾より平坦にテラス状に伸び

た部分があり、そこには45個の河原石が古くは何等かの形態をもたせて置かれた箇所があり、

応石群と呼ぶ事とした。これら15基の一連の古墳群は箱式石棺を有するものと埋葬施設を持たな

い土墳墓との二種に分類する事ができる。しかしこの一連の群集墳を離れれば、東方150m地点に

は横穴式石室を有すると思われる円墳があり、西方100m地点には横穴すらあったといわれる。
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2。1　号　墳

1号境は東西に伸びる丘陵最西端の墳丘で南に2号境と接している。この丘陵は現在雑木に覆

われた部分、10年未満の桧植林地帯、30年程度の松林地帯で形成され、10数年前まで果樹園とし

て利用された場所もある。それに相当する墳丘は、2号填、3号填、4号填、5号填、7号填、
，1

8号境である。幸い1号墳は果樹栽培による削平は受けていなかった。雑木と桧の半々利用の地

らしい。この丘陵が学校建設用地に内定した

時、植えられていた「つつじ」「もみじ」など

の花木移植のための道路がつけられ、2号填、

3号境の破壊された土が墳丘の光を覆い、南

側の一部には幅3mの道路が乗っていた。覆

われた土を取り除くと、墳丘中央部に長径2．5

m短径1mの瓢型の盗掘穴があった。

盗掘穴は旧来盗掘穴のあった所を10年前後

以前更に機械掘りされたらしく、深さ1m余

もあり、雑木や枝が押し込まれ腐蝕していた。

盗掘穴壁面よ

り埋葬施設の

推察のため壁

面を観察した

が掘り込み、

切り込み等の

跡は見られな

かった。厚さ

6cm明褐色粘

⑤　④　⑨　②　①

5冨Z5粘2．5粘5（5
Y含Y質Y質Y表Y

群骨2．5ノ、iい赤
礫表ヱ5　Y表2．5流褐

警空吉　見孟苫圭象
粘　％　明びガ）質
質　に　赤溝赤　砂

聖　ざ　計謂　嘉
褐
色　角票垂　彗

礫土に
粘　散）致
質　在　　る

－9　－



質富合腐植土の表

土の下は厚さ約50

cm明赤褐色角礫散

在粘質砂土の盛土。

その下は灰褐色厚

さ12cm粘質富合腐

植土の旧地表、そ

の下が橙色角礫散

在粘質砂土となっていた。更によ

く観察すると灰褐色の旧地表面上

に同系統色だが、灰色の強い部分

が点々とあり、それは粒子も微細

で粘着性も強かった。又それが水

平に散在しているので、埋葬され

た跡かと考えたが、後で調査した

ところ範囲が狭いのと、副葬の蓋

杯から平面的に40cm以上、上下か

らは約30cm離れているので関連づ

けられなかった。

2号墳中央部より盗掘穴東側に

幅30cmのベルトを残し表土を剥ぐ、

南側溝部墳丘裾より土器片出土す

る。土器片の出土は蓋杯（副葬）を

除いて他には見られなかった。墳

丘径7．6m、高さ1．4m、東北東よ

り南を廻り西南西にちょうど半円

形に幅1．6mの溝が掘られ、盛土と

されていた。墳丘中心より60cm東

寄り表土より20cm下に一対の蓋杯

が10cmの間隔で南北に伏せて出土。

土色、土質共に土壌の形跡なし。

2号墳溝と思われるものとの切

り合いから1号境は2号境が築造

された後に築造されたと思われる。

写4．1号墳南方2号墳上より望む
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3．　2　号　墳

2号境は東西に伸びる丘

陵尾根の最西端に位置し、

北に1号填、東に3号境と

接している。もと果樹園と

して利用された形跡があり、

現在は雑木林となっている。

3m幅の道は2号墳西側を

右廻り、北側を少々削って

1号境との間を登り、東に

直進して3号墳中心部、5

号墳中心部をとおり、6号

墳南側を削って登っている。

この道を作る前には2号墳

と1号墳の間で向きを南に

右折して2号墳中心部まで

の東側を削り、3号墳裾を

左廻りして4号境との中間

を通り5号墳中心部へと右

折していたらしい。2号墳

東側は2号墳の破壊さ

れた土、3号境の破壊

された土が盛り上げら

れており所によると3

m余に及んでいた。

作業排土除去後、墳

丘中心部を通り3号墳

中心部へ向かう東西の

幅1mのトレンチを入れ

る。地表は果樹園時代

に削平され、現地表を

構成しているのは腐植

土、流入土及び挽拝さ

写8．2号境南より望む

写9．2号墳西南より望む

写10．2号墳石棺（西より）
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れた盛土である。盛土は1mに及ぶ所もあり

盛土として掘り上げられた場所の違いから三

種類に分ける事が出来た。その下には10cmか

ら15cmの暗赤褐色から灰褐色に至る旧地表面

と思われる層が横たわり、その下は場所によ

って異なる色調、土質の層となっていた。こ

の墳丘の場所は丘陵全体で一番微細な土壌の

ある所で、盛土、旧表土共に微細な粒子であ

った。トレンチ壁面から墳丘西半分しか判然

としないが、切り込み、掘り込み跡は見当ら

ず埋葬施設の有無など判然としなかった。

い

．

1

．

1

1

・

－

、

1

㍉

二

二

㍉

＼
爪

①5YR％明赤褐色　冨腐植土

粘質砂土（盛土及び流出盛土及び現地表）

②5YR％赤褐色　冨腐植土粘質土（盛土）
⑨5YR％にぷい赤褐色　冨腐植土粘質土（盛土）

④5YR％にぷい赤褐色　冨腐植土粘質土（盛土）
⑨5YRラg暗赤褐色～5YR％灰褐色　冨腐植土粘質土

（旧地表）

⑥5YR％明赤褐色　角礫散在粘質土

⑦5YR％にぷい赤褐色　角礫散在粘質土（作業にて動か
された土）

（彰10YR％暗赤色　粘質砂土
（釘5YR％暗赤褐色　粘質砂土

⑩5YR％にぷい橙色　粘質砂土
⑪5YR％にぷい赤褐色　角礫散在粘質砂土

⑫5YR％にぷい赤褐色～5YR％暗赤褐色　冨腐植土粘質
土（溝への流入土）

⑲5YR％明赤褐色　角礫散在粘質砂土 第7図　2号墳表土排除
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トレンチ両側に幅20cm、又中央未破壊部分を南北に幅20cmのベルトを残し、表土を剥ぎ溝部の

露出にかかる。溝内部、表土中からは土器片の出土は見られなかった。墳丘径9．6m、高さ約2m、

1．6mから2．4mに至る幅の溝が、東より南を廻り西にかけて半円状に掘られ盛土とされていた。

ベルトを残し盛土を徐々に掘り下げる。中心と思われる地点より約1m北西寄りに石棺蓋を検

出。3枚の凝灰岩の石板が並べて置かれ、その継目上には小さな石板が置かれ青灰色粘土で固定

されていた。石棺蓋北端に蓋杯の蓋が伏せられて約％をのぞかせていた。

石棺を開く。灰褐色の

極く微細な粒子の土が

石棺蓋までいっぱいに

つまっており、節にかけ

ながら掘り下げる。玉砂

利と土とが入り混った

部分、その下から西に

傾斜した玉砂利の層、

玉砂利の下は土で旧地

表に土色、土質は似て

いた。石棺は幅28cm、

長さ88cm、高さ32cmの

小型であった。それが

40度の角度で北西に傾

き、石棺前後の石板も

約10度の角度で内傾し

第8図　2号墳石棺蓋
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ていた。墳丘築造後、後代に至っ

て盛土全体が北西に地すべりを起

したものと思われる。石棺は旧地

表上に約60cm盛土した後、穴を掘

って旧表土中に組み立て、埋めも

どし、更に墳丘上に盛土をしたも

のと思われる。他の部分からは変

化を見られず。隣接する

3号境とは接触部分が破

壊されてい．るため、時代

の前後関係は不明。2号

墳上の作業排土中より出

土の土器片は全て3号墳

関係の土器と思われた。

4．　3　号　墳

3号境は％近くが道路を作る時削り取られて、残された労も削平がひどく、調査前は違うかも

知れぬと疑問視すらした。残された3弟ま北側だけで、現在10年前後の桧が植樹されており、古く
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在表土となっている地

層は、流入土、盛土、

腐植土の混合されたも

のと思われた。二か所

ばかり盛土と思われる

部分もあったが、すぐ

下は墳丘築造前の地表

と思われる層があり、

次いであまり風化され

ない複雑な地層が観察

された。 写13．3号墳西南より望む

中心部を東西に道路

が走り、南側は作業排土がうず高く3m以上も盛り上げられていた。これらを排除して調査した

ところ、路面と同水準まで削平されており埋葬施設の片鱗も発見できなかった。壁面に出ていた

溝跡は、東側路面上に幅約1m深さ5cmから7cmで全長約6mにわたって検出された。その角度

から墳丘径8m、東側に幅1m以上の溝のあった事が窺われた。高さの点は全く不明である。

5．　4　号　墳

4号境は3号境を北西側

に、5号境を東北側に隣接

して6号填、5号填、3号

填、2号境と続く稜線から

はずれたアウトロー的な観

がある。この墳丘も果樹園

′

『
第11図　4　号墳土壌

官腐植筆占黄砂土（表耕土）
⑧7．5YR％橙色

（D5YR％明赤褐色

輩占質砂土（盛土）

（彰7．5YRラiにぷい褐色
胃腐植粘質土（旧地表）

（彰7．5YR％明褐色
角礫散在＊占質土

⑤7．5YR％褐色
冨腐植粘黄砂土（満への流入土）

ー15－
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利用の地で、南側は急を斜面となり樹木がな

ければ1号、2号、3号境に比べて見晴しの

良い地点といえる。若い松と雑木の地である。

墳丘中心部より東西、南北と十字に30cm幅

のベルトを残し、明赤褐色の表土を剥ぐこと

約20cm、本来盛土であったものが耕されて変

化したものらしい。3号墳墳丘裾を左廻して

きた旧道が大きく廻って4号墳西側を削り、

3号墳との中間を抜けているので西から北西

にかけては不明な点が多い。溝部を露出する。

墳丘径4．6m、高さ60cm、約90cm幅の溝が東北から東を廻

って南へ％円を描いているのを検出。墳丘中央部に長径

3m短径1．2mの楕円形土壌らしいものを検出、硬度の

変化を認め橙色の盛土を試掘した。にぷい褐色の旧地表

で止まった深さ20cm、その間土色、土質共に他と比して

変化は認められなかった。墳丘築造時、盛土の寄せ具合 写15．4号墳土壌

で現われた変化で、埋葬施設としての土壌ではない様に思われた。旧地表でも変化認められず。

6．　5　号　墳

5号境は全く削平を受けなかった墳

丘で、12号、10号、6号、5号境と続

く一連の尾根の12、10、6号境と西に

向って階段状に下ってきた斜面が傾斜

を強め、同時に尾根幅を狭めてきたの

が再び尾根幅を広め、緩斜面となり始

めた首に位置し、10年前後の桧が植樹

されていた。南側斜面に生い茂った雑

木や60年を超す松樹が無ければ南に視

野が広がって郡家平野を一望できる位

置でもあった。

墳丘はこの位置では北西から南東に

向って登る道路によって約％を破壊さ 第13図　5　号　墳
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れ、東側約％が手つかず

で残されていた。

まず残存部分壁面の観

察をする。橙色の盛土の

上に1cm内外の腐植土が

うっすらと乗っている。

位置的に腐植土の蓄積が

許されなかったのかも知

れぬ。墳丘裾の方には盛

土が流出し、その涜出土

の蓄積が大量にあった。

未破壊部分道路に添っ

て30cm幅のベルトを残し、

表土剥ぎ及び溝部の露出

にあたる。墳丘西南側に

積み上げられていた作業

写16．5号壌南より望む

写17．5号墳・表土はぎ後南東より望む

排土の除去にあたる。

作業排土下の墳丘も路面と同水準ま

で掘り下げられていた。

墳丘径9m、高さ残存部分で約1

m、東より南を廻り西南への％円を

した幅1．4mの溝を検出。残存部分の

掘り下げ、路面等の調査から埋葬施

設の手がかり及び隣接4号境との時

代の前後関係は不明、東南溝中出土

の土器片は、墳丘裾斜面の反対斜面

からをので、6号墳関係と思われる。

（95YR％橙色　礫片混入粘質土（盛土）
②5YR％明赤褐色　宮腐植粘質砂土（旧地表）
（⑤5YR％明赤褐色　角礫散在粘質砂土

④5YR％橙色　粘質砂土
⑧5YRXにぷい赤褐色～5YR3f暗赤褐色

官腐植肇占寅砂土（溝への流入土）

（り5YRガにぷい赤褐色
冨腐植粘貨砂土（盛土流出土）
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7．　6　号　墳

6号境は10号境のある台地の6

m下位の小台地上に築造されてい

て南東方向を除いた三方の墳丘裾

部は急斜面とをっていた。墳丘上

及び周囲は40年前後の松が所々に

あり、全面に10年を超す桧が植え
写18．6号墳西南より望む

られていた。

墳丘西南側に道路があり、墳丘の約％が切り取られていた。墳丘中央部には長径2m、短径1．6

mの楕円形のくぼみがみられ盗掘穴でなかろうかと思わされた。聞くところによると、昭和の初

期頃田畑の溝にかける橋として使用するため、古墳の石棺材がよく掘り出されたとか、その後の

調査で浅く掘られた形跡を認める事ができた。

道路を作るために切り取られた部分の壁面を観察して、現在地表を形成しているものが、盛土

の流れたものと腐植土の

混合らしい事、それが墳

丘裾部に大量に堆積され

ていることから、墳頂部

の盛土の流出が大であっ

たことが窺えた。

中央部を中心に30cm幅

十字型のベルトを南東～

北西、東北～西南に設定

し表土を剥ぐ。盗掘穴と

①5YR％赤褐色　宮腐植粘質土（現地表）
（95YR％にぷい赤褐色一一5YR％暗赤褐色

冨腐植筆占質土（溝への流入土）

⑧5YR％明赤褐色　冨腐植粘質土（盛土流出現地表）

④5YR％明赤褐色　角礫散在粘質土
（吾2．5YR％橙色　角礫散在粘質砂土

ー18－
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思われたくぼ地は石棺の有無、所在を探る試

掘穴らしく、試掘の頃はもう少々深く掘ったら

しいが、周囲の土の流出で浅くなったものら

しい。中心より南へ3m地点盛土直上（現地

表下部）より後代になって祭祀に使用したと

思える土器片出土。溝部を掘り周溝をもつ墳

丘である事を知る。周溝を有する墳丘は他に

12号墳だけである。墳丘径8．8m、周溝幅1m、

高さ約1mが計られた。

盛土の掘り下げで、試掘穴直下及び周辺の

盛土が、試掘穴堆積の腐植土によって変色しており、掘

り下げるにつれて範囲が広がって行くのを見て、南東よ

り北西のベルト西南側に50cm幅のトレンチを入れる事に

変更した。トレンチ中一対の蓋杯が蓋付きで出土。内部に

は蓋までいっぱいに隙間なく極く微細な灰褐色の土がつ

まっていた。それからは内容物を推測する何ものも検出で

写19．土器出土状況

－

第16図　6号墳土墳墓
きなかった。蓋

杯の出土と共に

土壌墓を検出。

底面を旧地表と

し、深さ20cm、

上面は幅1．8m、

長径3．2m、底面

で幅1m、長径

2mの楕円形で

あった。蓋杯の

位置から、当時

一

①5YRX明赤褐色～5YRXにぷい赤褐色
角i礫散在粘質土（盛土現表土）

（95YRXにぷい赤褐色～5YR％灰褐色
冨腐植‡占質土（旧地表）

（彰5YR％橙色　角礫散在粘質土
④5YRXにぷい赤褐色～5YR％暗赤褐色

冒腐植半占黄土（溝への流入土）
（95YR％にぷい赤褐色（土塊）
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第17図　6　号　墳
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といえども食物を入れた食器を足もと

に置く様なことはなかろうと考え、東北

東を枕に横たえたものと思われる。土

壌墓は地表を平にした後、約20cm盛土

し、地表まで掘って埋葬、更に盛土し

て墳丘を築造したと観察された。旧地

表面上何等遺構を検出できなかった。

写20．6号墳東南より望む
8．　7　号　墳

群集境のあるこの丘陵は東端に一番の高所があり、そこに15号填、その真西に14号填、わずか

北に傾いて13号填、そ

の13号境から北西方向

の2号填まで続く12、

10、6、5、3、2号境

はわずかに弧を措いて、

北に中心をもつ円周上

にあるようにみえる。

これら墳丘を乗せた尾

根が13号墳と12号項の

中間あたりで枝別れし

て、西へ向って伸びて

いる。その枝別れした

尾根上に11号填、9号

填、8号填、7号境が

あり、7号境を少し過

ぎたあたりから急斜面

でおちこみをみせて丘

陵はおわっている。

作業道路をみると、

麓より登り、7号墳北

ここさ這

／／2 ．

坊

r甥 拙

（

∴∵ ＋

FJ

シヨ州 も

4M

亀　　　　　　　　　　 ご・
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第18図　7　号　墳
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第
19

図

七

号

墳

AとBはもと石棺があったと言われる場所Cは石棺跡

①2．5YR％橙色
角礫散在粘質砂土

②2．5YR％明赤褐色～
2．5YR％灰赤色

冨腐植粘質砂土

（溝への流入土）

①2．5YR％明赤褐色

角礫砂混入土

②2．5YR％橙色　角礫混入土
（盛土）

⑨2．5YR％明赤褐色～2．5YR％
灰赤色　冨腐植粘質砂土
（溝への流入土）

0

10m位の所へ廻り込んで、この尾根に取りつき7号墳西側を

削り、その地点で向きを変更、北東へ向って登り8号填、9

号墳を通過し、向きを北西にとり、10号墳の方向へとつけら

れ、10号墳南端で6号墳西南側を通り南東を向いて登って

来た作業道路と直角に近い角度で交わり、10号墳上を花木の

寄せ場としている。このため10号墳はほとんど壊されていた。

6号墳脇を通って登って来た道路は、10号墳脇を通り抜け更

に東へと登って、12号墳南部分を削り取って進み11号墳北側

第
20

図

七
号
墳
石
棺
跡
匿）

までつけられていた。

7号墳は郡家平野側に突き出た丘陵尾根の突端にあり、視野も広く、15個の墳丘中一番見晴し

の良い地点に築造されたといえる。はじめのうち7号墳裾より西へテラス状に伸びる台地があり

その裾斜面が幸い作業排土より露出していて、墳丘状に見え、それを調査するつもりで開始、作
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業排土除去。除去作業中石棺材及び土

器類の出土をみる。道路によって立ち

割られた墳丘北西部の壁面の溝跡など

からこの場所に2個内外の前方後円墳

を想定して作業排土の除去に当ったの

で大がかりな作業となった。

盛られた土を排除した後、テラス状

に張り出した部分裾より東西に墳丘中

心部へ向ってトレンチを入れる。トレ

ンチ壁面より果樹園時代の削平を知り

当時こやしを入れた溝穴を確認し、7

号境と関係のない台地と知る。

溝部の露出、墳丘裾部表土剥ぎをす

る。墳丘径約11m、東側に2．4m幅の溝

あり、この溝より掘り上げられた土だ

けの盛土では墳丘の大きさに比べて少

量過ぎるのではとの疑問が残った。

削り取られた墳丘上の精査で墳丘南

東の端近くにブルドーザーに押されて

底部跡だけを残した石棺跡（C）を検

出。2mX1．1mで旧地盤と思われるあ

まり風化作用を受けていない土の中に

組み込まれた跡が残っていた。残存し

ていた石棺材側壁片の内側に鉄器片

（鉄1）があった。他に不自然なくぼ

地が2か所あり、聞いた話と照合して

石棺のあった場所らしい。

昭和初期の石棺材を田畑の溝の橋と

するために掘り出した頃のことか、果樹

園にするため削平した頃のことか石棺を

開けて金環と鉄剣を取り出したとの話

を聞く。8号墳境にある溝の中には自

然蓄積の層しかみられず、その点より7号墳は8号境ができ、その後に築造したものと思える。
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、

9．　8　号　墳

8号墳は7号境の東、

ゆるやかに登る斜面途上

にあり、7号墳と同程度

の視界を有し、同じよう

に果樹園利用の地で雑木

と潅木に覆われていたら

しい痕跡があった。削平

を受けた墳丘は、尾根上

を登って来る作業道路に

中心部を通られてもあま

り影響を受けていない。

墳丘中心部に十字型50

cm幅のベルトを東西、南東

方向へ設定し、表土を剥
第21図　8　号　墳

仕
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ぐ、墳項部は削平を受けていたのと、作業道路通過による

削平で表土はほとんどみられず、墳丘裾部は墳項部盛土の

流出に依って結構厚く堆積していた。8号墳出土の土器片

類はほとんど全部この墳丘北西部の流出して堆積し現在表

土化した土の中から掘り出されている。総てといっても8

個体しかないが、その内作図できたのは4個体、この4個

体は6世紀初頭のもの

と思われる。他に6世

紀初頭と思われるのは

10号墳より1個体、12

号墳4個体出土し4個

体がそれに相当するよ

うに思え、8号填、10

号填、12号境は出土し

た土器片よりいずれが

最も古いかきめかねて

いる墳丘である。

写25．8号墳東南より

写26．8号墳東より望む先方にあるのが7号境
港部の掘り上げをす

る。墳丘径8．2m、1．6mから1m幅の溝が南東から東を廻って北側へ％円を措いている。残存墳

丘高60。m。墳項部の盛土はほとんど総て流出し地山が露出しており埋葬施設は判らず。石棺材破

片もないところから木棺墓内至土壌墓であったろうと考えられる。

写27．8号境より見下す

一24－



10．　9　号　墳

枝別れした尾根が11号墳墳丘裾より急斜面となって8m位落下した所に小段丘があり、その

上に9号境が築かれていたものと思われる。墳丘は勿論、近辺一帯が作業道を作るために深く掘

り下げられていて、調査

時現況からは同報告書第

2図稲荷古墳群所在丘陵

図を参照し推測する以外

に途はなかった。元図は

1

ぴ

｛】

申如‾J

統合小学校建設計画時に

西日本建設コンサルタン

ト㈱による測量図である。

墳丘東側は50年位の松、他は雑木と

潅木が生えていたと思われる。

わずかに残された溝部を掘り上げっ

つ観察した。墳丘溝部には自然に流入

し堆積したとは思われない層があり、

9号墳築造後数年内至数10年経って11

号境が築造され、9号境港中へ直

上の11号墳よりの流入土が堆積し

たものと考えられた。

残存溝部及び墳丘の形態より推

測して、墳丘の直径は約9．2m位

あり、溝部は北から東にほぼ1．5m

幅で％円を描いて残存している所

から東側にもう少し溝部があり、

（95YR％橙色　角礫砂混入粘質土

②5YRガ褐灰色　冨腐植粘質土（流入土）

⑨5YRX灰褐色　冨腐植粘質土（流入土）

④5YR％明赤褐色　冨腐植粘質土（流入土）

（95YR％明赤褐色　含腐植粘質土（流入土）

＼　＼
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了　了

＼
宙
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写28．9号墳西南より望む
先方の高まりは11号墳

写29．9号墳東北より望む

段丘上面に約％円位の溝があったものと思われた。壊された墳丘の盛土等は谷合に落し込まれて

おり、石棺材、土器類の破片は落し込まれた土の上面等から検出する事はできなかった。

11．10　号　墳

10号墳は12号墳墳丘裾より西側に7m位急落下した段丘上に築造されていた。推測墳丘径12m

で、この丘陵上15個の墳丘中最大であったらしい。地山の盛り上がり状況及び溝幅等から考えても

上記のことがいえる。

墳丘上及び周囲には50

第25図10　号　墳

－26－



年位の樫の木、楓、桧、

松及び雑木が植生してお

り、破壊される前には墳

丘上でつつじの咲く頃は

花見の宴を開いたとか。

墳丘は原型を知ってい

る人の話を総合してみる

と調査時にのせられてい

る排土を除去した状態の

地山上約1．2m位盛土さ

れていたらしい。これ等

盛土は北から西側へかけての斜面下へ落

下させられ、平坦になったところへ作業

道路取り付けに依って生じた排土を盛り

あげていた。

最初盛り上げられた作業排土除去に要

する膨大な作業量をおそれ溝部の掘り上

げをする。溝内部は、自然に流れ込んだ

腐植土を含む土と落葉によっての腐植土

写30．10号墳作業排土除去後東より望む

写31．10号墳作業排土中出土の石棺材

で充満し、直上12号墳築造による落下土砂の流入はみられなかった。この事から12号墳築造後こ

の10号境は築造されたものと思われた。結局盛り上げられた作業排土は除去。墳丘西側に幅約2

m位未破壊の墳丘裾部あり、露出させた溝部等より墳丘径12mを計測、溝幅は約2mあった。

作業排土中より石棺材破片及び土器片の出土をみたが、地山等からは何もなかった。

12．11号　墳

11号項は枝別れした尾根の分岐点

に近く位置し、広い視野を持ち、墳

丘上及び近辺は60年位の松林となっ

ていた。

墳丘中央部に中心を持つ十字型30

cm幅のベルトを東西、南北に設定し

表土を剥ぐ。中央部に凹みがみられ、

腐植土がたまっていた。中央部の凹
写32．11号墳西より望む
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第26図11号　墳

み以外には墳丘

裾部が急斜面と

なっている故か

腐植土の堆積は

みられなかった。

中央部西側凹み

腐植土の下から

石棺材がのぞい

ていた。

溝部の掘り上

げ、東側より北

．、　一　・－．

（カ5YR％橙色　角礫散在粘質土

②5YR％にぷい赤褐色　含腐植粘質土（旧表土）
⑨5YR％橙色　粘質土（盛土）
④5YR％にぷい赤褐色　冨腐植粘質土（盗掘穴流入土）

⑨ほとんど（彰と変化なし、含腐植粘質土（掘り方）

⑥5YRXにぷい赤褐色～5YRX褐灰色　雷腐植粘質土（溝への流入土）
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第27図11号墳表土はぎ後



を廻り西側まで半円形

で幅約2．2mの溝が検

出された。墳丘径8．2

m、高さ約1．2mを計測

することができた。

盛土及び石棺部分の

掘り下げ、東北一西南

を軸とする箱式石棺の

西南半分が残っていた。

石棺蓋や抜き取られ

た石棺材は麓に運び出

され、畔道の橋などに

されたと思われる。抜き取り痕を計測し石棺の内法幅47．5

cm、同長さ165cm、上より35cmの所に石板を敷きつめて

いるのを計測。その敷石西南の上に一対の蓋杯が、横に

6cmの間隔で伏せて置かれていた。西南壁より7．5cm離れ、

左右壁の中央部に位置して、ちょうど枕として使用した

かのように見えた。鉄器片（鉄2）が、蓋杯を枕として
写34．11号墳石棺

ー29－



寝かせたとすると身体

の右側、頭上壁面より

70cmの位置にあった。

この蓋杯を見た時、

長瀬高浜第1号境が頭

をかすめた。土器を枕

にした例は鳥取県内で

14例以上あり、鼓形台

器10例、聾2例、高杯

2例が知られている。

しかし蓋杯の例はまだ

聞いていない。ことに
写35．11号墳石棺内杯及び杯蓋

よるとこの丘陵1号墳から伏せているのが検出されたが、同じ様に使用されたのかも知れない。

石棺は地山を掘り組み込まれ、盛土をしたと観察された。

13．12　号　墳

12号墳は丘陵尾根がゆるやかに西

に向って下り、これから急斜面や段

丘等様々な変化を見せようとする西

端、馬の背のはずれに相当する位置

にあり、人工的に掘られた溝に依っ

て離れ小島の観がする。雑木、潅木、

松の植生で、松林に移行しようとす

る境界になっていた。

中央部を中心に東西、南北に30cm

幅十字型のベルトを設定、表土を剥ぐ、

中央部盗掘穴には腐植土の堆積

がみられた。溝部の掘り上げ、

これには周溝がめぐらされてい

た。周溝を持つ墳丘は同古墳群

中2基あり、6号墳とこの12号

墳だけである。6号墳からは木 第29図12　号　墳
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と思われたが、

この12号境は

箱式石棺墓で
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径は6号境の

8．8mに対して

9m、周溝幅

G
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第30図12号墳表土はぎ後

1mに対して2m、高さ1mに対して1．6mであった。

盛土の掘り下げ、中央部中心より南1m位の所より土師直口壷が出土。石棺内部に相当する所

より蓋杯の蓋片3個体が出土。6世紀初頭のものと思われるこれらの土器片及び10号墳溝中に12

号墳築造時の土が入っていない点より10号境より古いと思われ、8号境との比較の場合、8号墳

出土の土器片が12号墳出土の土器片より少々時代が古いのではと思われた事より8号項に次いで

この12号境が古い墳丘と考えられた。石棺は残存石棺片及び抜き取り痕より、内法47．5cmX165cm、

上面より27．5cmの所に石板を敷きつめており、11号墳と似ていた。石棺の組み立ては、11号境と

写36．12号墳北西より望む 写37．12号墳　作業風景

一31－



第31図12号墳石棺
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同様地山を掘り下げ、石棺

を組み込んで盛土したもの

と思われる。石棺材抜き取

りの跡が広く深いため、判

然としない点が多かった。

墳丘地山上に南より北へ

向う溝状遺構あり、幅40cm、

深さ約5cmで、墳丘築造前

使用の山道と思われた。

14．　石　　群

13号墳西側墳丘裾部より平

に西に広がり、中央部に多少

ふくらみをみせた台地。試み

に腐植土を剥いでみた。45個

の河原石が出現した。他に河

原石は11号墳溝中より5個、

12号墳溝中より4個、作業排

土中から5、6個発見されて

いる。

石は13号墳裾部より表土を

写38．12号嬢石棺跡
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j

第32図　石　　群

剥ぎ、地山を露出させた上に何等かの形

態に置き並べられたものと思われる。置

かれた石の下の土は動かされておらず地

山そのままであった。13号墳関係の祭祀

の場所なのか？、それにしても一片の土

器片も検出されなかった。11号填、12号

境港中に落ち込んだ石は溝底部に近く、

墳丘築造前後に作られたと思われた。
写40．石群下部試掘後東北より望む

15．13　号　墳

13号境は石群地東側の60年位の松林の中に在り、中心より東北側労は扇形状に北側へ落下し崩

れていた。中心より地すべりを起したものらしい。表土を剥ぐ、異状を認められないまま溝部の

掘り上げ、墳丘径9．4m、東より南側にかけて％円の1．6m幅の溝、東より西南にかけては有るか

無きかの溝らしきもの、これは墳丘築造後、墳丘整形のために少しかき上げたものと思われた。

墳丘の高さ60cm、盛土部の掘り下げにかかる。盛土の中より蓋杯の杯身及び蓋と思われるが小

ー33－



片過ぎて判断しかねる

7世紀中葉頃の土器片

出土。盛土の中から検

出されただけに墳丘は

その時期以降のものと

考えられ、丘陵上部に

ある事に驚く。盛土を

第
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除去しおえ　＼＼＼、†

て旧地表土　　　、、＼

にかかると　　　　　　＼

中心部より

やや南寄りに土

壊2点を検出。

軸を東西にす

る土壌は長径1．9m、短

径70cmの惰円形で、深

さ20cmであり、これと

軸を直交させて南側に長径

80cm、短径50cm、深さ10cm

の隋円形に近い形態のもの

とであった。くずれた部分に

埋葬施設があったのな

ら別だが、この土壌の

一方は土壌墓であろう。

墳丘南側溝部に相当

する所に土壌らしきも

のあり、これは墳丘築

造前の自然地形の凹地

と思われた。13号墳は

地山に埋葬後、墳丘を

築造したものと思われ

る。

＼事㌔　　「、
もち

1

二二＼　J　一一‘二∴
一・．・－．・．・．．‾

第35図13号墳土墳墓

写41．13号墳西方上部より望む

－35－

写42．13号墳土塀南東より 写43．13号墳壁面南より



16．14　号　墳

14号境も60年位の松

林の中にある墳丘で、小

型だが盛り上がりのある、

盗掘穴らしい跡の無い

唯一の墳丘であった。

墳丘中央部を中心に

幅30cm十字型のベルト

を東西、南北に設定し

て表土を剥ぐ、腐植土

の厚さ約6cm、中心より

やや東寄りに磁北に対

し約300の角度に軸線を

もつ東北一西南の土壌

が盛土上面に現われた。

1．8mX0．6mの角丸長
第36図14　号　墳
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方形で深さ約20cmあった。土壌内

部からは年代判定の手がかりとな

るものは発見されず、ただ上面の

腐植土中より7世紀中頃と思われ

る蓋杯の蓋らしきものが一点出土

しているきりだった。

溝部を振り上げる。幅2mの溝

は北北東より東をまわり東南東に

約％円形にあり、墳丘径7．2m、高

さ約1mを計測する事ができた。

盛土を掘り下げる。盛土中及び

地山からは何等変化らしいものは

検出されなかった。結局土壌は一

つだけで木櫛の跡も検出されなか

ったので土壌墓であったろうと推

察する。

この墳丘は盛土をし、

それに穴を掘って埋葬、

更に盛土をしたものと思

われる。盛土中に埋葬施

設をもち、地山にまで変

化の及ばない墳丘は、15

個の墳丘中埋葬施設の検

出できたものの中で唯一　録

のケースといえる。

一　一一1－　－－‾．‾

（D盛土
（橙色　角礫散在粘質砂土）

（多士膿内土
（暗赤褐色　冨腐植粘質土）

⑨腐植土

（暗赤褐色　腐植土）

第38図14号墳土墳墓

写44．14号墳西方より望む

写45．14号墳壁面東より
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写46．14号墳東より望む、先方は13号墳



第39図15　号　墳

15号墳は丘陵最東端の一番

高所にあり、丘陵はそのまま

北へ下り20m位下った所で、

北から南へ伸びる丘陵尾根に

直角に近い角度で交っている。

墳丘は盛土の層が薄く、人

工的削平の痕はみられなかっ

たが、周囲への流出は多い。

腐植土が主となっている表 多

一‾－・j

一〇！，！．！．！．‥－」50CM

第40図15号墳石棺材

土を剥ぐと盛土と同じ色調の盛土流出土が広く拡がっており、墳丘の範囲を見付け出すのに苦労

する。わずかに黒味を帯びた部分が円形を描いているところから掘り当てることができた。他の

墳丘からは、盛土と地山との間に旧地表と思われる層を兄いだせたのにこの15号墳からは、それ

らしきものは検出されなかった。この墳丘は地山に箱式石棺を組み込んだ後、周囲の土をかき集

めて石棺を覆い、更にかき集める範囲を広げていったために旧地表はなくなったのかも知れぬ。
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第41図15号墳表土はぎ後

又他の墳丘と異なる事は溝を持たない事である。かき集めた土を盛り上げた後、盛りあげられた

部分と他の部分は角度の違いによって画されていたらしい。

この墳丘の特異点は一片の土器も検出されなかったことである。

墳丘中心部は盗掘による凹みに腐植土がたまり、その中には石棺材の破片と思われる凝灰岩の

小片が検出された。

箱式石棺の前後壁と思われる凝灰岩の剥離石材2個が検出されたが、その2個の石材の間隔が
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大きすぎた。

盗掘によって動かさ

れた土の部分を取り除

いて、抜き取り痕より

判断しようと努めたが、

動かされた土の範囲が

広すぎて判然としない。

2個の箱式石棺が縦に
写47．15号墳西より望む

写48．15号墳石棺材 写49．15号墳石棺の一部東より

写50．15号墳石棺の一部南より

第42図　想　像　図

並んで作られていたのかも知れぬと推察、しかも2個あったとすれば作られた時期は同時で射ナ

れば土層上成立しない。

墳丘は長径11．4m、短径9mの楕円形をした高さ約60cmのものであった。
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18。古墳一覧表

（警芸霊漂笠表芸票慧；土器票票譜票認讐㌫豊霊）

㌫

古墳番 号 墳丘 の規模 溝の状態
埋葬施 設の

有無 及び数

埋葬施 設の

種　　　 類
埋 葬施設 の規模

確 認 で き た

副葬 品の有無
備　　　　 老

1 号 墳 直径約7．6m 。 斜 面上部 に 不明。 不 明。 不明。 一対の蓋杯。 盗掘穴 あり。 それが

高 さ約1．4m 。 ÷周 。

幅約 1．6m 。

土墳墓 ？ 埋葬施 設調査の支障

とな る。

2　号 墳 直径約9．6 m 。 斜 面上部 に 1 基 判明。 箱式石棺 。 幅 28cm 。 蓋 杯の蓋。 墳丘 の半分以上 は破

高 さ約 2m 。 ほぼ半周b

幅約 2 m 。

長 さ88cm 。

高 さ32cm 。

壊 されて いて、不 明

部 分多 し。

3　号 墳 推定禁 完 。 斜 面上部 に

わずか に検

出す る。

不明。 不明。

土墳墓 ？

不明。 不明。 墳丘 の÷以上 が破壊

されていて、 ほとん

ど不明。

4　号 墳 直径約4 ．6 m 。 斜 面上部 に 不明。 不明。 不明。 不明。 削平及 び果樹園 とし

高 さ約0 ．6 m 。 与 周。

幅 約0．9m 。

土墳墓 ？ ての耕作の為 、ほ と

ど不明。

5　号 墳 直径約 9 m 。 斜 面上部 に 不明。 不明。　　　 不明。 不明。 墳丘 の昔 は破壊 され

高 さは残存部 分

で約 1 m 。

与 周。

幅 約1．4m 。

土墳 墓 ？ てお り、不 明部分 多

し。

6　号 墳 直径約8 ．8 m 。 周溝 。 1 基 。 土墳 墓。 長径約 2 m 。短 一対の蓋杯 。 残 存部約号。破壊 度

高 さ約 1 m 。 幅 約 1 m 。 径約 1 m の楕 円

形の土墳墓。

他 に比べて少 ない。

7 号 墳 直径約11m 。 斜 面上部 に 1 基確 認。 1 基 は箱式 確認 した箱式石 鉄剣 片 を石棺 削 平は なは だ しく、

高 さ不 明。 ÷ 周。 他 に2 基。 石棺 。 棺跡 は、 2 m X 跡 よ り検出す 不明部 分 多 し。

幅約 2．4m 。 計 3 基 。 他 も同 じ。 1．1m 。 る。

8　号 墳 直径約8．2m 。 斜面上部 に 不明。 不 明。 不明。 流 出土中 に土 削平 及び盛土の流 出

高 さ約0．6m 。 与周 。

幅約 1．5m 。

土墳墓 ？ 器類 あれ ども

不明。

多 く、ほ とんど不 明

で ある。

9　号 墳 直径は推定 して

約 9．2m 。

高 さ不明。

斜面上部約

÷周残存 。

幅約 1．5m 。

不明。 不 明。 不明。 不 明。 墳丘盛 土等は谷 間に

落 ち込 み。石棺材、

土器類 の検出不可。

10 号 墳 直径約12 m 。 斜面上部 に 不明。 不 明。 不明。 作業排 土中 よ 盛土及 び、地 山まで

高 さ推 定2．2m 。 与周残存 。

幅約 2 m 。

箱式石棺 ？ り検 出すれど、

不明。

削除 されてい た。

11 号 墳 直 径約8．2m 。 斜面上部 に 1 基 。 箱式石棺 。 一対 の蓋杯 。 石棺 材の抜 き取 りは

高 さ約1．2m 。 与周 。

幅約 2．2m 。

及 び鉄剣 片。 あったが、全体的 に

み て温 存されていた。

12 号 墳 直径約 9 m 。 周溝 。 1 基 。 箱式石棺 。 石棺 内外相当 石棺 材抜 き取 り以外

高 さ約1．6m 。 幅約 2 m 。 地 点よ り土器

片検 出。

に少々荒 された形跡

あ り。

13 号 墳 直 径約 9．4m 。 斜面上部 に 1 基 。 土墳墓。 長径約1．9m 。短 無 し。 破壊 、削平跡 はなか

高 さ約 0．6m 。 ÷周。

幅約 1．6m 。

径 約0．7m 。深 さ

約0．2m の楕円形 。

ったが、判然 と しな

い墳丘 で あった。

14 号 墳 直 径総 7．2m 。 斜面上部 に 1 基 。 土墳墓。 1．8m X O ．6m X 無 し。 墳丘 15基 中唯一 の未

高 さ約 1 m 。 与周。

幅約 2 m 。

0．2 m の 角 丸長

方形 。

破壊古 墳。

15 号 墳‾長径 11 ．4m 。短 溝 なし。 1 基。 箱式石棺。 不明。 不明。 石棺部 の破 壊は なは

径 9 m の楕 円形 。

高 さ約 0．6m 。

2 基 とも思

える。

実測不可。 だ しく、不明点 多 し。

石　　 群
45個 の河 原石 が置 き並 べ られていた。他 に11号境港 中 に 5 個、 12号墳溝 中 に4 個、作 業排 土中 から 5 ・6 個 検

出 されてお り、約60個 以上 の河原石 が置 き並べ られていた ことが知れ る。何 に使用 したか不明。
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第4章　出　丑　遣　物

頂。出土遺物一覧表

番号 器　 種 出土地点 形態上の特徴 成形手法上の特徴 備　　　　 者

1 蓋杯の杯 1 号墳盛土 蓋 受けの立ち上 がりが直 に近く、 杯底部箆切りの外、内外共 に横ナ 内外共浅黄色。細砂 な胎土で焼成

中より

副葬

1．9cm もある。身口径11．8cm、高さ

5．45cm。

デ仕上げ。 や 軟ゝかい。

2 蓋杯め蓋 1号墳盛土 （1）と対。 蓋項箆切 りの外、内外共に横ナデ 内面浅黄色。外面灰白から浅黄色。

中より 楕円形を半分に切った様な形をし 仕上げ。 煙のか ゝったあとあり。細砂な胎

副葬 ている。蓋径13．8cm。 土で焼成や 軟ゝかい。

3 蓋杯の蓋 1号墳南側 蓋の立ち上がりは直に近い。全体 内外共に横ナデ仕上げ。 内面灰白色。外面褐灰色。細砂混

溝の中より に丸味を帯び、ていねいな作りで

ある。身口径14cm。

入きめ細か。焼成や 軟ゝ。

4 椀 1 号墳南側 うす手仕上げ。 内外共に横ナデ仕上げ。 内外共に灰白色。口緑部煙のか ゝ

溝の中より 身口径14cm （± 2 mm） ったあとあり。紳砂な胎土焼成非

常に軟。

5 椀 1 号墳南側 ていねいな作 り。 内外共 に横ナデ仕上 げ。 内外共に灰白色。口緑部に煙のあ

溝の中より 身口径15cm （士 1 mm） 底部糸切り痕 あり。 とあり。紳砂で なめらかな胎土。

焼成非常に軟。

6 椀 1 号墳南側 非常にうす手な作品。 内外共に横ナデ仕上げ。 内外共に灰白色。口緑部に煙のあ

溝の中より 身口径13cm （± 2 mm） とあり。細砂で少々ぎらつ く胎土。

焼成非常 に軟。

7 直口壷か 1 号墳南側 うす手な作品。 内外共に横ナデ仕上げ。 内外英に灰 白色。口緑外部 に煙痕

台付直口 溝の中より 口径 9 cm （± 2 mm）成形後横 より あり。紳砂な胎土少々ぎらつ く。

瓶 力が加わりゆがんでいる。 焼成や ゝ軟。

8 椀 1 号墳南側 厚手。身口径12cm （± 1 mm） 内外共に横ナデ仕上げ。 内外共に灰白色。細砂な胎土で な

溝の中より 底部糸切 り痕あり。 めらか。焼成極軟。

9 碗 1号墳南側 厚手。身口径12．8cm （± 2 m m） 内外共に横ナデ仕上げ。 内外共に灰白色。細砂な胎土で な

溝の中より 底部糸切 り痕あり。 めらか。焼成極軟。

10 椀 ア 1号墳南側 うす手仕上。口緑部金属の折 り曲 内外共に横ナデ仕上げ。 内外共に灰白色。なめ らかな胎土。

溝の中より げに似た鋭 どさがみ られる。身口

径16 cm （± 2 mm）

焼成軟。

1 1 椀 1号境南側

溝の中より

厚手。身口径13．4cm （± 2 m m） 内外共に横ナデ仕上げ。 内外共 に灰白色。紳砂なれど少々

ぎらつ く胎土。焼成極軟。

12 碗 1号境南側

溝の中より

厚手。身口径13 cm （± 2 mm） 内外共に横 ナデ仕上げ。 内外共 に灰白色。なめらかな胎土。

焼成極軟。

13 高杯ア 1号境南側

溝の中より

うす手。口径18 cm （± 2 mm） 内外共に横 ナデ仕上げ。 内外共 に灰白色。細砂な胎土だが

なめ らか。焼成極軟。

14 椀 1号墳南側 厚手。身口径15 cm （± 2 mm）口緑 内外共に横ナデ仕上げ。 内外共 に灰白色。細砂入 り胎土な

溝の中より’ より1．5cm下がった内側 に4 條の沈

線 あり。

底部糸切 り痕あり。 れどなめ らか。焼成極軟。

15 高杯 ア 1 号境南側

溝の中より

厚手。径12cm （± 2 m m） 内外共 に横ナデ仕上 げ。 内外共に灰白色。なめらかな胎土。

焼成極軟。

16 椀 1 号墳南側 厚手。台径6．4cm （± 1 m m） 内外共に横ナデ仕上げらしい。 内外共に灰白色。紳砂入 り胎土。

溝の中より 底部糸切 り痕 あり。 焼成極軟。

17 平底壷 ア 1 号墳南側 底部よりの立 ち上 りが直 に近い。 磨麿はなはだしく成形手法は不明。 内外共に浅黄色。砂の混入多くぎ

土師器 溝の内より 台径6．4cm （± 2 mm） らつく。焼成や 軟ゝ。

18 碗 1 号境南側

溝の内より

割 とうす手。口径15．2 cm （± 1 mm） 内外共に横ナデ仕上げ。 内外共に灰白色。口緑部煙痕あり。

細砂入 りなれどなめらかな胎土。

焼成軟。

19 広口壷 ア 1 号境港上 厚手 な作品。肩がはり、首部には 内外共に横 ナデ仕上げ。 内面灰白色。外面灰色。細砂な胎

作業土中。

3 号墳埋 ア

4 候の櫛書き洗練あり。首径 9 cm

（士 2 mm）

土でなめらかな方。焼成や 軟ゝ。

－42－

．・・



r＿く
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番 号 器 　 種 出 土 地 点 形 態 上 の 特 徴 成 形 手 法 上 の 特 徴 備 　 　 　 　 考

2 0 蓋 杯 の 蓋 2 号 墳 石 棺 口 緑 部 よ り 蓋 は 直 に 立 ち 上 っ て い 蓋 項 部 の 箆 切 り 部 を の ぞ い て 内 外 内 外 共 灰 白 色 。 そ の 外 面 六 割 位 に
脇 に 副 葬 る 。 緑 よ り 1 ． 2 c m の 所 に 幅 3 m m の 枕 F 共 に 横 ナ デ 仕 上 げ 。 自 然 紺 （ 暗 オ 暗 オ リ ー ブ 色 の 自 然 紺 が か ゝ る 。

線 あ り 。 蓋 径 1 2 ． 2 c m 。 リ ー ブ 色 ） が 半 面 以 上 に か ゝ っ て 細 砂 入 り 少 々 ぎ ら つ く 胎 土 。 焼 成

い る 。 硬 い 。

2 1 椀 5 号 墳 東 側 器 高 2 ． 2 c m 、 口 径 1 0 ． 4 c m 、 皿 状 で 、 内 外 共 に 横 ナ デ 仕 上 げ 。 内 外 共 に 淡 黄 色 。 砂 混 入 少 々 ざ ら

（ 皿 状 ） 溝 の 中 よ り 底 部 よ り ゆ る や か な 広 が り を み せ 、

口 緑 部 に 至 っ て 急 に 横 に は る 。 底

部 に 近 く 二 本 の 沈 線 あ り 。

底 部 糸 切 り 痕 あ り 。 つ く 胎 土 。 焼 成 軟 。

2 2 蓋 杯 の 杯 6 号 墳 土 壌 蓋 受 け の 立 ち 上 が り は 直 に 近 く 身 底 部 の 箆 切 り 幅 大 。 そ の 他 は 内 外 内 外 共 に 灰 白 色 。 砂 混 入 少 々 ざ ら

墓 内 副 葬 口 部 で 外 へ の 広 が り を 見 せ て い る 。

身 口 径 1 0 ． 9 c m 。

共 に 横 ナ デ 仕 上 げ 。 つ く 胎 土 。 焼 成 硬 い 。

2 3 蓋 柘 の 蓋 6 号 墳 土 壌 2 2 ） と 対 。 器 高 4 ． 4 c m 、 蓋 径 1 2 c m と 器 蓋 項 部 の 箆 切 り 幅 大 。 内 外 共 に 横 内 外 共 に 灰 色 。 外 面 所 々 に 煙 痕 あ

墓 内 副 葬 高 は 高 く 、 蓋 口 よ り 2 c m に 段 が あ ナ デ 仕 上 げ 。 り 。 砂 混 入 少 々 ぎ ら つ く 胎 土 。 焼

り 、 そ こ よ り 蓋 口 に ゆ る や か な 丸

味 を 帯 び る 。
成 硬 い 。

2 4 椀 6 号 墳 上 南 底 部 よ り 口 緑 部 へ の び る 線 は 直 線 内 外 共 に 横 ナ デ 仕 上 げ 。 底 に は 糸 内 外 共 に 灰 白 色 。 2 ％ 程 度 に 2 －

（ 皿 状 ） 側 表 土 中 状 、 口 径 1 1 ． 8 c m 、 器 高 は 4 c m 、 口 切 り 痕 あ り 、 土 器 を 持 ち 上 げ た 時 、 5 m m の 礫 片 を 含 ん だ 細 砂 な 胎 土 。

径 に 比 し て 器 高 低 く 皿 状 に 近 い 。 底 部 の た れ 下 が り を 直 す 箆 痕 二 條 焼 成 極 軟 。

底 部 糸 切 り 痕 の 外 に 箆 で お さ え た

痕 二 條 。

あ り 。

2 5 蓋 杯 の 杯 7 号 墳 上 作 底 部 は 平 面 状 に な り 、 底 部 よ り 蓋 底 部 の 箆 切 り を 除 い て 、 他 は 内 外 内 面 灰 色 、 外 面 灰 色 そ の 上 に 淡 黄
業 排 土 中 受 け 部 ま で 直 線 状 に の び て い る 。 共 に 横 ナ デ 仕 上 げ 。 色 の 幕 が か ゝ っ た 様 に 乗 っ て い る 。

蓋 受 け は 水 平 に 近 く 、 立 ち 上 が り

は 内 部 へ 傾 い て い る 。 底 部 に 近 く

洗 練 一 本 あ り 。

粗 粒 砂 混 入 胎 土 。 焼 成 硬 い 。

2 6 蓋 杯 の 杯 7 号 墳 上 作 底 部 よ り 蓋 受 吾 ㌢ ＼ の び る 線 は 曲 線 、 底 部 の 箆 切 り 痕 も 丸 味 を 帯 び て い 内 面 灰 色 、 外 面 灰 白 か ら 灰 色 に と
業 排 土 中 ま ろ や か な 作 り と な っ て い る 。 蓋 る 。 て い ね い な 横 ナ デ 仕 上 げ 。 底 変 化 を み せ て い る 。 き め 細 か な 胎

受 け 立 ち 上 が り は 内 部 へ 向 か っ て 部 箆 切 り 後 鋭 い Ⅴ 字 形 切 り 痕 あ り 。 土 。 焼 成 硬 い 。
傾 斜 し て い る 。 理 由 不 明 。

2 7 蓋 杯 の 蓋 7 号 墳 上 作 器 高 4 ． 6 c m 、 蓋 口 径 1 3 c m と 器 高 は 高 回 転 箆 切 り 、 回 転 横 ナ デ 仕 上 げ 。 内 面 灰 白 色 、 外 面 灰 黄 色 で 黄 灰 色
業 排 土 中 い 、 蓋 口 緑 よ り の 立 ち 上 が り は 直 の 煙 痕 あ り 。 き め 細 か な 胎 土 。 焼

で あ る 。 戊 や ゝ 軟 。

2 8 蓋 杯 の 蓋 7 号 墳 上 作 器 高 4 c m 、 蓋 口 径 1 5 c m と 大 型 と な 回 転 箆 切 り 、 回 転 横 ナ デ 仕 上 げ 。 内 面 灰 白 色 。 外 面 灰 黄 色 。 き め 細

業 排 土 中 り 、 蓋 口 緑 1 ． 2 c m に 引 っ か き 痕 の 沈

線 二 候 あ り 。

か な 胎 土 。 焼 成 や ゝ 軟 。

2 9 蓋 杯 の 蓋 7 号 墳 上 作 均 整 の と れ た 曲 線 、 器 幅 の 均 一 、 回 転 横 ナ デ 仕 上 げ 。 内 外 共 に 灰 色 。 細 砂 な 胎 土 。 焼 成
業 排 土 中 型 に 入 れ た 感 す ら す る 。 硬 い 。

3 0 高 杯 7 号 墳 上 作 台 径 1 1 c m 、 浅 い 4 條 の 洗 練 が み ら 内 外 共 に 回 転 横 ナ デ 仕 上 げ 。 内 外 共 に 灰 白 色 。 き め 細 か な 胎 土 。

（ 脚 ア ） 業 排 土 中 れ る 。 焼 成 極 軟 。

3 1 蓋 杯 の 杯 7 号 墳 上 作 蓋 受 け の 立 ち 上 が り 内 に 傾 く 内 部 回 転 箆 切 り 、 回 転 横 ナ デ 仕 上 げ 。 内 面 灰 色 、 外 面 灰 白 色 。 砂 混 入 多

業 排 土 中 指 圧 痕 く っ き り と 段 が う い て い る 。

底 部 箆 切 り 後 凹 部 に 箆 で 胎 土 を 付

着 さ せ た 痕 あ り 。 口 径 に 比 し 器 高

は 低 い 。

く 胎 土 自 体 荒 い 感 じ 。 焼 成 硬 い 。

3 2 蓋 杯 の 蓋 7 号 墳 上 作 全 体 に 丸 味 を 帯 び 、 厚 く ぼ っ て り 回 転 箆 切 り 、 内 外 共 に 回 転 横 ナ デ 内 面 灰 色 、 外 面 全 体 に 煙 痕 が 強 く
業 排 土 中 し た 感 じ 。 成 形 後 箆 切 り の 際 、 箆 仕 上 げ 。 赤 黒 色 と な っ 了 い る 。 わ ず か に 礫

の 先 端 は 台 に 平 行 で な く 上 を 向 い 片 入 れ ど き め 細 か な 胎 土 。 焼 成 硬

て い た ら し く 、 中 心 部 が 凹 ん で い

る 。
い 。

3 3 蓋 杯 の 杯 7 号 墳 上 作 成 形 は 非 常 に て い ね い 。 回 転 横 ナ デ 仕 上 げ 。 内 面 黄 灰 色 、 外 面 灰 色 。 細 砂 な 胎

業 排 土 中 緑 部 1 ． 8 c m に 横 ナ デ 時 に 小 礫 砂 を ひ

っ か け て 出 来 た と 思 わ れ る 洗 練 あ
り 。

土 で な め ら か 。 焼 成 硬 い 。

3 4 高 杯 7 号 墳 上 作 口 緑 内 部 に 洗 練 、 内 外 面 共 に 櫛 書 回 転 横 ナ デ 、 櫛 目 調 整 。 祭 祀 用 と 内 外 共 に に ぷ い 赤 褐 色 顔 料 塗 布 。

業 排 土 中 き 調 整 痕 あ り 、 断 面 を 見 れ ば 、 末 し て 2 ． 5 Y R 労 に ぷ い 赤 褐 色 の 顔 料 砂 混 入 胎 土 自 体 あ ら い 。 焼 成 硬 い 。
換 元 の 橙 色 の 部 分 が 灰 色 に 換 元 さ

れ た 層 に 包 ま れ て い る 。

皐 が 内 外 共 に 塗 布 さ れ て い る 。

3 5 一 蓋 杯 の 杯 7 号 墳 上 作 口 径 9 ． 5 c m と 小 型 の 杯 。 蓋 受 け の 立 回 転 横 ナ デ 仕 上 げ 。 内 面 灰 白 色 、 外 面 に ぷ い 黄 橙 色 。
業 排 土 中 ち 上 が り 極 端 に 内 傾 。 砂 混 入 胎 土 。 焼 成 硬 い 。

3 6 不 明 7 号 墳 上 作 口 径 4 c m 、 首 部 に 径 6 m m の 穿 孔 あ 全 体 に ピ リ ピ リ 小 さ く は が れ 調 整 内 面 褐 灰 色 、 外 面 灰 色 。 砂 の 混 入
業 排 土 中 り 、 首 は 直 に 立 っ が 短 し 、 肩 部 鋭 不 明 。 首 が 直 に 立 っ て い る の で 短 な く な め ら か な 胎 土 。 焼 成 硬 い 。

い 縦 の 洗 練 あ り 。 頸 壷 か ？
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番号 器　 種 出土地点 形態上の特徴 成形手法上の特徴 備　　　　 考

37 直口壷 ？ 7 号墳上作 口径12．8cm非常にうす くていねい 回転横ナデ、箆けず り。 内面灰白色 に赤黒色斑点入、外面

業排土中 な作品。口緑部より2．5cm の所で鋭 赤黒で強い煙痕 を残す。なめらか

い折曲あり。 な胎土。焼成硬 い。

38 高杯 or 7 号墳上作 少々厚目な作品、曲線が美 しい。 回転横ナデ仕上げ。 内面明緑灰色、外面灰色。なめら

椀 業排土中 口径12 ．6cm 。 かな胎土。焼成や 軟ゝ。

39 施 or 7 号墳上作 非常にうす手な作品。口径7．8ch、 回転横ナデ仕上げ。 内面暗灰色、煙痕強 し、外面灰色。

直口壷 ア 業排土中 口緑部1．8cm外部 に段あり。 内面に煙痕 あり円筒かア 砂入胎土。焼成硬い。

40 ・高杯 or 7 号墳上作 小片すぎてはっきりしないが、作 回転横ナデ仕上 げ。 内面灰色、外面灰色 に暗オリーブ

碗 業排土中 品としては、ていねい。口径13cm 灰色が乗っている。砂入あらい胎

（±2 mm） 土。焼成硬い。

41 広口壷 ア 7 号墳上作 くの字に折れた首部、立ち上 がり 磨麿がひどく、成形手法等判明せ

ず。

内外共 に浅黄橙色。大粒砂入 りの

土師器 業排土中 角度はっきりせず、口径18cm （±

5 mm）。

あらい胎土。焼成や 軟ゝ。

42 蓋杯の杯 7 号墳上作 ていねいな作品。焼成の時間が短 回転横ナデ仕上げ。 内外共に灰色。断面部 （未換元部

業排土中 いのか未換元部分にぷい赤褐色の はにぷい赤褐色）、なめらかな胎土。

部分が灰色の換元されたものに包

まれている。

焼成少 軟々。

43 有蓋高杯

ア

7号墳上作

業排土中

脚部最小径4．8cm 、脚の広がり大。 回転横ナデ仕上げ。 灰色。胎土なめらか。焼成少々軟。

未換元部 にぷい赤褐色。

44 広口壷 ア 7号墳上作 首径16cm、胴径27．5cm、幅広、丈 内面は回転横ナデ仕上げ。 内面黄灰色 、外面灰色。肩 から首

業排土中 短の壷。目のあらい布状のもの ゝ 外部布状のものでしめ付け後、回 部 にかけて黄灰色。胎土なめらか。

庄痕が、胴下部 にあり、肩部 には

うすくついている。首部 より胴 中

にかけて回転 させながら付けた洗

練 あり。

転沈線付け。 焼成硬い。

45 聾 or 壷 7 号墳上作 口径21cm （±5 mm）肩のはりゆる 回転横ナデ仕上げ。肩内部 には竹 内外共 に黒色の煙痕、下地の色不

業排土中 亘か。口緑部 に段あり。 を割 ったものか、板片 に依 る不揃

な叩きしめ痕あり。

明。砂混入あらい胎土。焼成硬い。

46 地 8 号墳上席 首部短い。 5 世紀の形態をもって 回転横ナデ仕上げ。 内面灰色 が基調。首部から口緑部

植土中 いる。首部はうすく、 1 cm の所に にかけて、うすい灰色 に変化、外

3 本の波型沈線紋 あり、2 ．5cm に7 面灰色が基調。肩部が灰白色にな

本の波型沈線紋がある。その二組 っている。胎土には 1 ％程度の7

の沈線紋の間には幅 3mm、深 さ1

mmの溝が入っている。器高11．6cm 、
口径10．6cm、首径 6 cm、胴径10．6

cm、穴径1．4cm。

mm～ 2m mの礫片混入。焼成硬い。

47 有蓋高杯

Or
広口壷

8 号墳上席 口径部 に段が付 き11本の櫛書 き波 回転横ナデ仕上げ。 内面にぷい黄橙色の上 に褐灰色 が

植土中 型沈線紋、幅 3mm、深 さ1mmの溝 櫛葺き波型洗練紋入 り。 乗 っている。外面褐灰色。細砂な

があり、8 本の櫛書 き波型洗練紋。

（46）の碑 と似ているところから5－世

紀末の広口壷とも思える。

胎土。焼成硬 い。

48 蓋杯の蓋 8号墳上席 口径10．6cm、器高推定4．3cm、小型 回転横ナデ仕上げ。 内面灰色、外面灰白色から灰黄色

植土中 で器高たかく、口緑部の立 ち上が へ移行 して行 く色調、暗灰色の斑

りが直に近い。 うす くて、ていね

いな作品。

点あり。細砂な胎土。焼成硬い。

49 直口壷 8号墳上腐 口径11．4cm 、口緑部立ち上がり直 に 内外共 に回転横ナデ仕上げ。 2 本 内面 にぷい黄橙色 に暗赤灰色の斑

or 地 植土中 近 い。緑部から2 ．5cm に三角の突帯、 の波型沈線紋 らしきものがみられ 点が乗っている。外面暗赤灰色。

その下部 にかすかに2 本の波型洗

練紋が見 られる。その突帯0．5cm下

で120 0に折れ内傾 している。

る。 細砂 な胎土。焼成硬い。

50 無蓋高杯 10号墳上作 口緑部径14．6cm、そこより5 cmで 回転横ナデ仕上げ。 内外共に明青灰色。1．5％程度に径

の脚　or 業排土中 外径4．8cmに狭まっている。全体に 二か所に2本線の波型沈線紋あり。 1mm から3 mmの粗粒砂混入あらい

筒型器台

の受

鋭 いタッチの作畠。匙型の口緑部、

2 本の波型沈線紋、そこから0．5cm

垂直に下がり、又内傾する。そこ

にも2 本の波型沈線紋 あり。

胎土。焼成硬 い。

51 筒型器台 10号墳上作 小片ではっきりしないが、円筒形、 回転横ナデ仕上げ。 内外共灰褐色。細砂 な月台土でそれ

業排土中 上部直径21cm、下部直径21cm、そ 3 候の沈線、4 候の波型洗練紋、 自体あらい。焼成硬 い。

の間4．1cm、3本の洗練その下部に 幅5 mm、深さ2mmの溝、その下部

4 本の波型沈線紋、その下部が幅

5 mm、深さ2 mmの溝がある。

に4 候の洗練あり。
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番号 器　 種 出土地 点 形 態上 の特徴 成形手法 上 の特徴 備　　　　 考

52 蓋 杯の杯 10号墳 上 作 口径 10 ．2 cm 、杯 高4 ．2 cm 、小 型 で器 回転横 ナ デ仕 上 げ。 内面 灰色 、外 面淡黄色 。径 4 mm以

業排 土 中 高たか し、蓋受 けの立 ち上 が り鋭 く、 箆切 り。 下 の礫砂 5 ％位 、糸田砂 な胎 土。焼

1 ．5cm も ある。 成硬 い。

53 広 口壷 10号墳 上作 口径 23cm （士 5 m m）。口緑部 1 cm 下 回転 横 ナ デ仕 上 げ。 内面 灰色 、外面 暗青灰 色 。細 砂 な
業排土 中 に三 角形 の突帯 あ り、大 きさに比

して うす い。

胎土 。焼 成硬 い。

54 有蓋 高杯 10号墳 上作 口径 16cm 、つ まみ部分 欠損 し判 明 回転 箆切 り、横 ナデ仕上 げ。 内面 黄灰色 、 外面灰 白色。 5 mm ～
の蓋 or 業排土 中 しない が、器高 5 cm 、口緑 部 よ り 3 mm程 度 の礫砂 入 って いるが、 き
蓋 杯 の蓋 2 ．7 cm のところに直角 に．鋭 い段 がで

きてい る。

め細 か な胎 土。焼 成 少々軟 。

55 聾 o r 直口 10号墳 上作 首径 8 cm （± a mm ）、胴 径 10 ．6cm 、 磨 麿 はなは だ しく、調整 不明 。 内外 共 に橙 色。細 砂 で なめ らかな
壷 土師 器 業排土 中 肩 は張 らず なめ らか。 胎 土 。焼成 や 軟ゝ 。

56 蓋 杯の 杯 11号墳 石棺 口径 12 ．3cm 、器 高4 ．6 cm と器 高比 や 回転 箆切 り、横 ナ デ仕上 げ。 内外 共 に灰 色 。外面 に うす く煙痕
内 や低 くなって いる。蓋 受 けの立 ち

上 が り内傾 し、1 ．5cm と短 くなって

い る。底部 平面化 す る。

内 面 に15－16個 の指 痕 あ り。 あ り。砂混 入胎 土。焼 成硬 い。

57 蓋 杯の蓋 11号墳 石棺 口径 14 ．5cm 、 器 高 4 ．1 cm と器高比 外 面横 ナデ後 、 2 mm の垂直 な段 を 内面灰 色 、外面紫 灰色 で 全体 に強
内 低 い。蓋項 部 2 m mの段 あ り。粗雑 付 けて 回転 箆切 り。 内部 に左 手人 い煙痕 あ り。大粒 砂 多 く混 入、 ぎ

な作 品。（56）と対 として出土 。 さ し指 、中指 の庄痕 あ り。 らざ らした胎土 。焼 成硬 い。

58 小 型有 蓋 11号墳 盛 土 首径 5 cm 、 5 cm 下 が った所 の胴 径 胸 下部 はナ ラの木 の切 口なの か。 内外 面共 に灰 白色 （下 地 は白 に近
短 頸壷 ？ 中 18 ．2 cm 、肩 水平 に張 って い る。胴 叩 きしめの痕 、 外部 には それ をお い ）。紳砂 極微量 入 り、なめ らかな

下 部 に 目のあ らい布 目庄 痕 、胴 よ さえた荒 い布 目の小 切 れ痕 。胴 よ 胎 土 。焼成 や 軟ゝ 。
り首 に かけ、回転 洗練 入 り。 り上部 は外面 回転 沈 線入 り。内面

横 ナ デ。

59 蓋 杯の蓋 12 号墳石棺 柏 と酷似 。口径1 0 ．4cm 、器 高不 明、 回転 箆切 り、横 ナデ仕 上 げ。 内面灰 色 、外面灰 白色 。細砂 な胎
地 点 蓋 口緑 部立ち上が りは垂 直 に近 く、

蓋 項部 へ移行す る曲 りは約 0 ．5 cm の

段 が付 き直角 に丸 味 を帯 び る。 口

緑 部切 り込 み鋭 し。

土 。焼 成硬 い。

60 蓋 杯の蓋 12号墳 石棺 口径10 ．6cm 、器 高4 ．4 cm 、器高 比高 回転 箆切 り、横 ナデ仕上 げ。 内 外面 共灰色 。細砂 な胎 土。焼 成

地点 い。特 徴（欄 と同 じ。蓋項 部円形 。

うす手 な作 品。

硬 い。

61 蓋 杯の蓋 12号墳 石棺 口径 12 ．4cm 、器 高 5 ．2 cm 、特 徴 等 回転 箆切 り、横 ナデ仕上 げ。 内面 灰色 、外 面灰 白色 。 2 ％程 度

地点 （59 ）（60 ） に似 て い る。 た ゞ、蓋 に 2 ～ 5 m m の小 礫片 混入 。紳 砂 な
口緑 の立 ち上 が りが、蓋項 部移 行

の所 、水平 に 2 mm 横 に張 り、鋭 い

鋭 角 で移行 。

胎土 。焼 成硬 い。

62 直 口壷 12号墳 石棺 口径 11 ．6cm （±1 cm ）磨 塵ひ ど し。 内面指圧 痕 あ．り下部 には瓜 痕 す ら 内外 共 に橙 色 。外部 全面及 び内部
土 師器 脇 地点 肩 の張 らず 、 頸部割 と短 い。 残 る。首 下部 は指 を折 り曲 げ多少 は首部 よ り上 全体 に赤 色塗 料 が塗

右 に引 いた痕 、首部 不明 。頚部 は 布 されて い る。 1 ～ 2 mm程 度の砂

ス リ消 しア外面胴 よ り上部 はス リ 混 入 し胎土 自体 ぎらつ く。焼 成 や

消 し？。下 部 は櫛 目調整 。 や 軟 。

63 蓋 杯の杯 13号墳盛 土 うす 手 な作 品。糸 底 外径 8 cm （± 回転 横 ナデ 仕 上 げ。底 部糸 切 り。 内外共 に灰色 。細 砂 な胎土 で なめ

ア 中 1 mm ）、底 部糸 切 り痕 あ り、糸底 は

後 に付 けた もの。
らか 。焼 成硬 い。

64 蓋 杯 o r

皿

13号墳盛 土 うす 手 な作 品。糸 底外 径7 ．6cm （± 回転 横 ナデ 仕 上 げら底 部糸切 り。 内外共 に灰 白色 。なめらか な胎 土。

中 3 mm ）・、底 部糸 切 り痕 あ り、糸 底 は

後 に付 けた もの 。
焼 成軟 。

65 蓋 杯 ア 14号壇上 腐 糸 底径 9 ．6 cm 。糸 底部 取付 け痕 み ら 回転 横 ナデ 仕上 げ、糸切 り部 は さ 内外共 に灰 白～淡 黄色 。細砂 な胎

植 土 中 れず 。 かさに して、 けず り残 した か ？ 土 。焼 成や 軟ゝ 。

実測 不可能 分

1 号境 港 の中 よ り約 20点 。小 さす ぎた り部位 の関係 で実 測不 可能 品。 1 号墳上 作業排 土 中よ り蓋 杯 の杯身 1 点 。　 2 号墳 作業排 土 中 より

婆 1 点 （大型 ）。・ 7 号墳作 業排土 中 よ り実測 不可 能品 12点 （杯 、婆 、壷、高 杯 ）他 に大 型聾 2 点 、横瓶 1 点 。 8 号墳 上腐植 土 中よ り

聾片 1 点 、土師 器片 3 点。 10号壇 上 作業排 土 中よ り大要 1 点。 14号墳 盛土 中 よ り土師 器壷片 1 点 。　 7 号墳 西北 25 m 地 点 にて土 師器

壷片 2 点表 採 。　 合 計45点実 測不 可能 分　 写真 にて登載 す。

鉄 器 （鉄 1 ）　 7 号 墳（C 石 棺内 出土 。先端 よ り6 ．8 cm にて折 れ、先端部 分残 。折 れ口幅 1．5。m 、厚 さ6 mm 。

（鉄 2 ） 1 1号墳 石棺 内 よ り出土 。先端 5 mm 位 欠で12 cm で折 れ てい る。折 れ口幅1 ．8。m 、厚 さ8－mm 。

石器 ア （石 3 ）　 2 号墳 東側溝 上 表採。

（石 1 ）　 7 号墳 上作 業排土 中 よ り。

（石 2 ）　 7 号壇 上作 業排土 中 よ り。
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2。出土遺物実測図

；　　／

＝三二二＿
巨≡±≡±≡⊇三⊇∃ヨーOc爪

－46－



二二「＿‾

10cm

生　一一よよ一」

ー47－



屍 削 岩脚 課、－ ′′1 ・廼 廼 三ミニ　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　 てこここここここここ・－ ．・．・．・．’　　‾・．・．．・．・．
一一．．．－．－ 一　　　　－ ．　　　　一一一一一．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．一l・－ ．1．l・．

－ ・　 －．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・・．－　　 ．一一一－ ．・．・．・．・．．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・．・　　 － ．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・　　　 一・．・・．・－ ．．．・

ン　　‾ニ　T ．　r ‘．　　 ‾

1ニニ＝こここ＝ここニ＿＿－－＝ ・－ ’・▼’　　　 ・・・・－－ －‾

＿一一．．．▼．－．一一一一．．－ ．　　 一一一一一一一一一－ ．・．・．・．．・・．・－・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．．・．．・．・．．・．・．・．・．・．・．・．・．　　　 一一・一一一一一一一一一一－ ．・．・．・．・．・．・．－．・．・．・．・．．・．．・．．・．．・．・．．・．・．・．・．・．・．・．・．．．・．．．－　　　 一一一一一一一一一一－ ・　一一一一一一一一一一．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・．一一　　－ ’－ 1－－－　　　－－－－－一一・一．．▼－－ ．一一　　　 一一一一一一一－ ’　 ・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．l・一
－ ．l・l．t．l・．・．l・．．l．t．・．・．・．・．・．．l・．・．l．l．l l・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．　　　 － 一一　　　　 ’－．・．‘t．・．l・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．．．．．．．・．・．．・．・．・．・．・．・．．’　－－ ．・▼・　　　－ ▼・・．・・・．・．・一・一・・・－ ・・▼・・　・－
＿．．．．一．一一一．．．一一一h．－ 一一一　　一一一一一一一一－ ・一一　　　 一一一一－ ．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．－．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．一【’　 － ’
－ ・－・．・・．－　　 －－ ．．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・・．▼．・一・・一・．・．－・・．一　　　　　 一－ ．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・▼’・‾　　　　　 ‾．．．．．．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．’－ ▼▼一一一一一・・・一一・－ ．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・・．　　　　　　 一一一一一一一一一一一一一一．一一－　　　　　　 ・－ ．‾

▼－ ・　　 一一一一－ －　　　 － ▼・・　　　 － ．

．．．一一一一一－ ・　　　 一一－－一一一一一一一一一一一一－ ．・・一　　　　　 一一一一一一一一－ ．・．．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・一一　　　　 一一－

れ ノ‾　　　 ミ事 淫 腰

ご　r†　 r

J　 一　　　　　　　　　　　　 エゴr 声′I

、′′′…′ノ　　　　　　　　　 ン

『 ′、、　　　　　　 盟

．J 二子 ・．ニ’　　　　　 J C ・謹 薫 き 善 r J

l

一＿・1 こ

l u 、

想 ‾∫ ‘ 明 野 ‘－

議定二二二二二』撃墜鑑波
票数㌃＝＝二二＝溺匪

4 ∠】

厩：Eも

10C〝7

LQ「つ．！I！．！．！

－48－

篭



10cm

10　1　1　1　1　1

写51．12号墳石棺脇より（62） 写52．12号墳東側溝上（石3）
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3．出　土遺物写真
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（1）1号墳溝の中より出土　　　（2）1号墳溝上作集排土中
より（杯底部）2号境内
至3号境に副葬された
ものと思われる。

（実測不可能分）

（4）7号墳上作業排土中より
（実測不可能分）

（3）2号墳上作業排土中より（奮）
3号墳理のものと思われる。

（5）7号墳上作巣排土中より　　　（6）7号墳上作業排土中より（整）

（実測不可能分）

（7）7号墳上作業排土中より（横瓶）
7号墳理のものと思われる。

（9）8号墳上腐植土中より
（実測不可能分）

（11日4号墳盛土中より

（土師器の壷片と思われる）

7号墳理のものと思われる。

－52－

（12）7号墳西北25m地点表採
（土師器の壷片）



ま　と　め

事
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今回の調査依頼で対象となったのは、11号填、12号填、13号填、14号填、及び15号墳の計5基

の墳丘であったが、調査前現地踏査の段階で他に10基の墳丘が存在していたらしいことを知り、

急拠調査対象に加えられる事となった。本来5基の調査期間しか取られていなかっただけに、調

査期間は墳丘の数に比して短いものであった。

もともと統合小学校建設用地として購入した段階では、古墳の存在が知られておらず、開校期

日を定めて、用地の整備に入ろうとする矢先きに5基の墳丘を知り、調査期間を定めたものの、

更に10基が調査対象となったとはいえ、開校期日が決まっているため、調査期間を2倍・3倍に

のばす事は不可能であった。

調査前現地踏査で新たに調査対象となった1号墳から10号填までの内、なんら手を加えずに調

査に入れる墳丘は6号墳のみで、他は墳丘上に盛り上げられた作業排土の除去作業から取りかか

らねばならず、作業量は倍加されていた。しかし、後で全体の作業量から考えあわせてみると破

壊されている度合いが大きいだけに、大まかな作業が多く、精査に費やす作業時間は少なくてす

んだようだが、現場で常に作業状況を見つめている調査員は1名、期間が短いために作業に従事

する作業員の数は多く、常に数カ所に分散して作業を行った。

調査日数、調査員数、作業従事者数の不均衡を是正する作業内容にするため、全墳丘とも同一

調査方法を講ずることとした。条件が多少異なっていても、方法及び手順に変化がなければ、作

業従事者の個々が作業内容を自覚し、熟知するようになり、それと同時に作業速度もスピードア

ップされてくると考えたからである。

作業方法は、まず道路を造成するために動かされた作業排土を除去し、元の墳丘状態の実測図

を作製、その後、中央部を慎重に掘ることとした。でき得る限り早く埋葬施設を探査するため、

50cmから60cm幅の十字型トレンチを入れる。この段階で埋葬施設が判明すれば、その調査、実測

を行い、30cm幅ベルトをトレンチに付随させ残して表土を剥ぐ。溝部まで露出させたところで、

トレンチ壁面の図面化及び墳丘部の図化、引き続き30cm幅ベルトを残して墳丘全体をけずるよう

に掘り下げ、変化を調査、地山まで掘り下げたところで調査を一応終了したものとした。

上記の方法、手順を全墳丘に応用し、墳丘及び溝部の規模、埋葬施設、副葬品、隣接墳丘の築

造時期の前後を調べた。以上四点に重点を置いたが、各墳丘にはそれぞれの特徴があり、調査方

法も一定であってはならないのであるが、調査員一名が、作業従事者5名から約30名にかけての

作業に、眼を光らせなければならなかった当時の苦肉の策といえる。

8号墳上の腐植土中より出土の旗片及び10号境を切り崩し、北側丘陵斜面へ落し込まれた土砂

中より採取した蓋杯片は、当古墳群中最も古く6世紀初頭といいはしても、5世紀末まで湖らせ

てもいいのでは、と思われるぐらいで、6世紀初頭より7世紀半ば頃までに築かれた群集墳といえる。
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この群集墳の眼下、現在の稲荷の集落のある辺りを、古くは土師の郷と呼び、土師神社や土師川

が流れ、土師一族が居住していた可能性が窺える。群集墳南東1．5kmの農耕地をへだてた山田の丘

陵すそには、須恵の窯跡が数多く発見されており、この地方の土師族と称される人達が、8世紀

になって須恵造りの技術を学び須恵の窯業に従事したと考える事はできないであろうか。

古墳の築造順位を考えてみると8号境が最古で、12号墳が2番目、3番目に10号填、4番目に

9号墳内至7号墳が築かれ、6番目に11号墳内至6号境が続き、8番目に2号墳内至3号填、10

番目に1号墳となり、4号墳及び51号墳は年代の手がかりとなるようなものはない。13号墳と14

号墳は盛土中から7世紀中頃と思われる須恵小片が出土しただけで他に手がかりはなく、7世紀

半ば過ぎと考えら；れる。15号境はなんの手がかりとなるものも発見されなかった。

一応以上を次の表のとおりまとめ示して結びとする。

時　　　 代 膳　 位 古墳番号 畢　　　　　　　　　　　 考

6　世 紀 初 頭 1 8　号 墳 12号墳 と比べて、出土土器年代 が揃 っている。

6　世 紀 初 頭 2 12 号 墳

6　世 紀 初 頭 3 10 号 墳 12 と10は10号境港 中12号墳 の落土 なし。

6　世 紀 中 頃 4 7　号 墳 7 と9 は どちらが先か判 らぬ。

6　世 紀 中 頃 4 9　号 墳 9 号境港中11号墳よ りの藩士 あ．り。

6 ∴世 紀 中．頃 6 6　号 墳 6 と11は どちらが先 か判 らぬ。

6　世 串己 申．頃 6．‥
l

11 号 墳

6　 世　 紀　 末 8 2　号 墳 2 と3 はいずれが先 か判 らぬ。

6　 世　 紀　 奉 8 3　号 墳

．7 ．世 紀 初 頭 lO 1 号 墳 1 と2 こは溝の切 り合いより2 号墳 が先である。

不　　　　 明 （11） 4　号 墳 不　　　 明

7 ．世 紀 中 頃 12 5　号 墳 溝 中より土器小片出土。

、7 世紀 中頃過 ぎ 13 13 号 墳 13 ・14共 に盛土中より7 世紀中頃の須恵小片出土、い

7 世紀 中頃過 ぎ 13 14 号 墳 ずれが先か判 らぬ。

不　　　　　　 明 （15） 15 号 墳 不　　　 明
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